
（表紙：明るい表情を見せる今年の新成人（表紙：明るい表情を見せる今年の新成人））

私たち
成人しました
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月　

日　

、
役
場
会
議
室
で

12

22

（月）

後
継
就
農
者
認
定
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、新
栄

の
谷
山
松
輝
さ
ん
で
、
就
農
奨
励

金
と
し
て　

万
円
が
交
付
さ
れ
ま

50

し
た
。

　

谷
山
さ
ん
は
、
町
長
か
ら
認
定

証
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
今
後
の

農
業
経
営
に
対
す
る
抱
負
を
力
強

く
述
べ
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新
栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄
のののののののののの
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
山山山山山山山山山山
松松松松松松松松松松
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
ささささささささささ

新
栄
の
谷
山
松
輝
さ
んんんんんんんんんんん

谷山松輝さん（33）【父：豊作さん】
　農業に関しては小・中・高と手伝い感覚でした。

厚沢部に帰ってくるまでも名古屋や函館などで

色々仕事をしてきましたが、これからは、周りの人

の協力をいただきながら農業経営者として頑張っ

ていきます。また、色々な作物にも挑戦したいと考

えています。

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意

～～～～～～～～～～
後後後後後後後後後後
継継継継継継継継継継
就就就就就就就就就就
農農農農農農農農農農
者者者者者者者者者者
にににににににににに
認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定

～
後
継
就
農
者
に
認
定
～～～～～～～～～～～

厚沢部町農業担い手育成に関する条例（一部抜粋）
（認定の要件）
（3）後継就農者の認定要件
　ア 就農時の年齢が55歳以下であること。
　イ 農業後継者と認められること。
　ウ 農業経営を行う者については、概ね5年以内に町
　　 長が別に定める年間農業所得を確保できる計画
        があること。
　エ 本町において、年間農業従事日数が150日以上あ
　　 り、かつ、5年以上農業に従事すること又は農業経
　　 営を行うことが確実と認められること。

「道南ドクターヘリ」
運行開始

　

平
成　

年
2
月　

日　

か
ら
道

27

16

（月）

南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、救
急
患
者

の
も
と
へ
医
師
、看
護
師
が
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
乗
っ
て
出
動
し
、現

場
に
お
い
て
治
療
を
行
い
、速
や

か
に
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
等
の
救

急
病
院
へ
搬
送
す
る
こ
と
で
、地

域
住
民
の
安
全
、安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
救
急
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸

場
は
、上
記
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

設
定
し
て
い
ま
す
。ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
離
着
陸
に
伴
い
、一
時
的
に
騒

音
や
強
風
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、消
防
署
員
の
指
示
の
も

と
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
全
運
航

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

厚
沢
部
消
防
署

　

6
4
‐
3
0
6
4

TEL

○離着陸場所
厚沢部中学校グラウンド、多目的運動広場（総合グラ
ウンド）、ひまわりの丘公園駐車場（赤沼町）、鶉小学校
グラウンド、館小学校グラウンド、館小学校前駐車場。
※積雪時は除雪の関係により、ひまわりの丘公園駐車
場及び館小学校前駐車場の2カ所のみ使用。
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避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度 
～
名
簿
の
登
録
を
開
始
し
ま
す
～

◆
自
力
で
の
非
難
が
難
し
い
人

を
地
域
で
支
援
し
ま
す　

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
く
手
助
け（
避
難

支
援
）が
必
要
と
な
る
人（
避
難

行
動
要
支
援
者
）に
対
し
て
、町

内
会
な
ど
地
域
の
人
た
ち（
避

難
支
援
等
関
係
者
）が
協
力
・
連

携
し
て
支
援
を
行
う
制
度
を
導

入
し
ま
す
。

◆
避
難
支
援
が
必
要
な
人
を
把

握
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支

援
者
の
名
簿
を
作
成
し
ま
す

○
対
象
者

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

⑤
高
齢
者
世
帯
の
人

⑥
そ
の
他
支
援
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
人（
例
・・・
日
中
は
同
居

家
族
が
働
き
に
出
て
い
て
、1

人
で
い
る
時
間
が
長
い
高
齢
の

人
）

※
施
設
や
病
院
等
に
長
期
入

所
・
入
院
を
さ
れ
て
い
る
人
は

対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

○
名
簿
の
登
録
方
法

　

上
記
①
～
④
の
人
に
は
、町

か
ら
情
報
提
供
同
意
届
を
送
っ

て
い
ま
す
。こ
の
同
意
書
は
、近

隣
住
民
の
人
や
町
内
会
に
配
慮

が
必
要
と
な
る
理
由
や
そ
の
た

め
に
必
要
と
な
る
支
援
の
手
段

等
の
情
報
を
提
供
し
て
よ
ろ
し

い
か
伺
う
も
の
で
す
。

　

同
意
い
た
だ
い
た
人
か
ら
、

「
実
際
に
避
難
を
す
る
と
き
に

ど
の
様
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る

か
」な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な

内
容
を
伺
い
、個
別
の
避
難
計

画
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

上
記
⑤
、⑥
ま
た
は
そ
れ
以
外

の
人
で
支
援
を
求
め
る
場
合

は
、あ
ゆ
み
の
保
健
福
祉
課
窓

口（
6
4
‐
3
3
1
9
）ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
近
隣
に
お
住
い
の
人
へ
お
願
い

　

事
前
に
個
別
計
画
を
作
成

し
、実
際
に
避
難
を
す
る
際
に

は
近
隣
に
お
住
ま
い
の
人
の
協

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。近
隣

に
お
住
い
の
避
難
行
動
要
支
援

者
が
い
る
場
合
に
は
、ど
う
ぞ

ご
理
解
を
賜
り
、貴
重
な
支
援

の
手
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

○
名
簿
情
報
と
個
別
避
難
計
画

に
関
す
る
注
意
事
項

　

こ
の
制
度
は
避
難
の
際
に
支

援
を
受
け
る
確
率
を
上
げ
る
も

の
で
、必
ず
し
も
支
援
が
保
障

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、個
人
情
報
の
提
供
に

同
意
い
た
だ
け
な
い
人
に
つ
い

て
も
、実
際
に
災
害
が
起
こ
り
、

命
の
危
険
が
著
し
く
高
ま
っ
た

際
に
は
防
災
関
係
機
関
な
ど
に

情
報
提
供
し
ま
す
。

避難行動要支援者
（避難支援を受ける人）

避難支援等関係者
（町内会、自主防災組織、民生委員等）

避難支援者
（実際に避難支援をする人）

役場
避難行動要支援者名
簿の作成

相互の
信頼関係

確保

災害時の避難支援 日頃からの支援体制づくり

申出書提出名簿提供同意確認

名簿情報提供（同
意された人のみ
提供します）
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北
海
道
消
防
表
彰

○
勤
労
章（　

年
勤
続
）

20

　
　

杉
野　

隆
弘
さ
ん

　
　

澤
出　

孝
之
さ
ん

　
　

木
村　

敏
彦
さ
ん

○
表
彰
状（　

年
勤
続
）

10

　
　

上
田　

光
貴
さ
ん

　
　

川
口　
　

豊
さ
ん

※
算
定
基
準
は
平
成　

年
3

26

　

月　

日
現
在
。

31

北
海
道
消
防
協
会
表
彰

○
功
績
章

　
　

木
村　

秀
喜
さ
ん

　
　

西
口　

敏
也
さ
ん

○　

年
勤
続
章

30

　
　

工
藤　

隆
三
さ
ん

　
　

外
﨑　
　

明
さ
ん

○　

年
勤
続
章

20

　
　

島
崎　

正
彦
さ
ん

　
　

小
枝　

政
幸
さ
ん

※
算
定
基
準
は
平
成　

年　
26

12

　

月　

日
現
在
。

31

平
成

年
厚
沢
部
消
防
団
出
初

平
成　

年
厚
沢
部
消
防
団
出
初
式式

2727

　

1
月
4
日　

、厚
沢
部
町
消
防

（日）

出
初
式
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、団
員　

名
が
出
席
し
ま

76

し
た
。

　

佐
々
木
宏
団
長
は
年
末
に
発
生

し
た
火
災
事
故
に
触
れ「
火
災
や

自
然
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
べ

く
、よ
り
一
層
の
自
己
研
鑽
に
努

め
る
よ
う
に
」と
訓
示
。ま
た
、式

典
で
は
、平
成　

年
度
北
海
道
消

26

防
表
彰
と
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、功
績
が
称

え
ら
れ
ま
し
た
。（
受
章
者
は
次
の

と
お
り
）

　

こ
の
2
月
よ
り
、当
事
務
所
は

弁
護
士
板
垣
、同
米
山
＋
事
務
局

2
名
の
4
名
体
制
と
な
り
ま
し

た
。北
舘
弁
護
士
が
離
任
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
寂
し
い
気
持
ち
を

覚
え
ま
す
が
、新
た
な
気
持
ち
で

事
務
所
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、私
の
任
期
も
1
年
を
切
り

ま
し
た
。最
後
の
1
年
だ
か
ら
こ

そ
、何
か
し
ら
新
し
い
取
り
組
み

で
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。こ
れ
は
、判

断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
、裁
判
所
が
、財
産
管
理
を
代

わ
り
に
行
っ
た
り
身
の
回
り
の
世

話
を
し
た
り
す
る
立
場
の
人（「
後

見
人
」な
ど
と
言
い
ま
す
）を
選
任

し
て
、裁
判
所
の
監
督
の
も
と
、判

断
能
力
低
下
者
の
自
律
性
を
尊
重

し
つ
つ
、適
宜
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
と
い
う
制
度
で
す
。と
は
い
え
、

裁
判
所
が
勝
手
に
話
を
進
め
る
わ

け
で
は
な
く
、裁
判
所
に
対
す
る

後
見
開
始
の
審
判
の
申
立
て
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
高

齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
（
第

号

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
（
第　

号
））

3939

～
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

～
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
てて

な
商
売
を
す
る
業
者
が
近
年
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
高
齢
者
が
詐

欺
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
報
道
も

少
な
か
ら
ず
耳
に
し
ま
す
。
成
年

後
見
制
度
は
、こ
う
い
っ
た
被
害

か
ら
高
齢
者
を
保
護
す
る
た
め
に

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

親
族
の
方
が
後
見
人
に
選
任
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
難
し

い
財
産
管
理
等
が
要
求
さ
れ
る
事

案
の
場
合
は
、弁
護
士
の
よ
う
な

法
律
専
門
職
が
後
見
人
に
選
任
さ

れ
ま
す
。

　

近
年
、地
域
社
会
に
お
い
て
、
高

齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
一
般

市
民
も
後
見
人
の
職
務
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

後
見
制
度
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
も
関
係
な
い
で
は
済
ま
な
い
話

に
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

法
律
相
談
の
予
約
や
後
見
制
度

に
関
す
る
勉
強
会
開
催
等
の
問
い

合
わ
せ
は
、
0
5
0
‐
3
3
8
3
‐

5
5
6
3
ま
で
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

　
　
　
　

弁
護
士　

板
垣
義
一
）

確定申告のお知らせ
　平成26年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、2月16日

（月）から3月16日（月）までです。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送

等により提出することができます。

　税務署などの確定申告会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑をご持参

ください（「確定申告のお知らせ」が届いている人はそのお知らせも持参してください）。

　駐車場が混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

　税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、ご注意ください。
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佐藤淳哉

ごめんくださごめんくださいい
保健師で保健師ですす 301

特定健診を受けていますか？
　特定健診は、腹囲や血圧、血液検査（コレステロール・血糖・肝機能など）

様々な検査ができる健診です。

お問い合わせ先：保健福祉課健康増進係(保健師)　TEL：64-3319

国民健康保険加入者の方で、特定健診を受けていない方はこの機会に特定健診を受けてみませんか？

○個別健診（国保病院で受ける健診）

　◇時期：1月6日～2月28日の火・水・木曜日（日にちによっては予約できない場合もあります）

　◇時間：8：30（30分程度で終了） ◇会場：厚沢部町国民健康保険病院　◇料金：800円

健診を受ける場合には事前に予約が必要です。健診希望日の1週間前までに保健師まで連絡をください。

　国民健康保険加入者の方で、血液検査を病院や職場の健診で受けている方は保健師へ血液検査のデータを提出

していただくと特定健診を受けたことになります。

　その他に身長や体重、腹囲など必要な項目を確認させてもらうことがあります。提出にご協力ください。

　特定健診を受ける必要がある理由には2つあります。

　①自分の身体の状態を確認すること　②病気の早期発見・治療をすること

　生活習慣病を予防するには、自分の身体の状態を把握することが必要です。血液検査で

身体の内部状態を把握し、異常があった場合には、早期に治療することが大切です。もちろ

ん、元気なうちに特定健診を受けて、病気にならないように予防することが一番大切です。

　血圧が高くても、血糖が高くても、ほとんどが無症状で進行していくのが病気です。車も

定期的にメンテナンスするように、人の身体もメンテナンスが必要です。

・国民健康保険加入者  ・40歳～74歳

血液検査データ提供について

厚沢部町で実施する特定健診の対象者

なぜ、特定健診を受ける必要があるの？

特定健診を受けてみませんか？

建建建建建建建建建建物物物物物物物物物物等等等等等等等等等等かかかかかかかかかかららららららららららのののののののののの落落落落落落落落落落氷氷氷氷氷氷氷氷氷氷雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪にににににににににに注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意建物等からの落氷雪に注意！！！！！！！！！！！
　毎年、冬になりますと、沿道家屋等からの落氷雪による死傷事故が多く発生し

ています。

　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期間の通行を

円滑にし、事故を無くするため、特に、次のことに注意するようお願いします。

◆　落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道家屋等については、雪止めを設置するようにしてください。

◆　既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等のサビ、老朽化等による破損が原因で落氷雪事故が発生

　することもあるため、必ず点検し、破損等が発見された際は早急に修繕するようにしてください。

◆　落氷雪事故は気温が‐３℃から＋３℃程度の時に発生しやすいという特徴があるため、早めに除雪するととも

　に、除雪の際には、歩行者や遊んでいる子ども等に十分注意するようにしてください。

◆　落氷雪があった場合は、直ちに事故がないか確認するとともに、歩行者の通行の支障にならないように排除し

　てください。

◆　交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにしてください。

◆　軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにしてください。

◆　軒下や道路では、絶対に子どもを遊ばせないようにしてください。

◆　ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、早めに付着した氷雪の除去を行うよう

　にしてください。

　　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

北海道開発局・北海道・北海道警察・厚沢部町
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“““““““““““素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎のののののののののののまままままままままままちちちちちちちちちちち”””””””””””ひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろひろばばばばばばばばばばば 癌岩 眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

今年もよろし今年もよろしくく
平成27年厚沢部町新年交礼平成27年厚沢部町新年交礼会会

　1月6日（火）、新年交礼会が町民交流セン
ターで行われ、町民など約100人が参加しま
した。
　年頭の挨拶を行った渋田町長は、「歴史と
伝統ある厚沢部のため全力を尽くす」と想い
を新たにし、町民のみなさんの協力を呼びか
けました。
　今年は鶉町町内会女性部の踊りも披露さ
れ、交礼会を盛り上げました。

各団体が熱各団体が熱演演
平成27年厚沢部町新春鹿子舞交流平成27年厚沢部町新春鹿子舞交流会会

　1月18日（日）、新春町内鹿子舞交流会が町民
交流センターで行われました。
　訪れた約100人の観客を前に、上俄虫（上
里）鹿子舞、目名（美和）権現獅子舞、当路鹿子
舞、土橋（富栄）鹿子舞の4団体が熱のこもっ
た舞を披露しました。
　上俄虫（上里）鹿子舞の警護棒持ちで参加
した地域おこし協力隊の千葉大輔さんは、
「伝統ある鹿子舞に参加できて光栄」と感激。
　各団体とも若手と熟練者のバランスの取
れた演奏で、それぞれの特色ある演技を披露
し、来場者を魅了しました。

みんなでぺったんこみんなでぺったんこーー
厚沢部保育所「もちつき子ども会厚沢部保育所「もちつき子ども会」」

　1月9日(金)、厚沢部保育所で無病息災を祈
念した「もちつき子ども会」が行われ、子ども
達は「ぺったん、ぺったんこー」と元気な歌声
に合わせて力いっぱい餅をつきました。
　餅は、きなこ餅にしたほか、お雑煮や砂糖
醤油をかけておいしくいただき、何回もおか
わりしていた朝倉琥太郎くんは「もちが大好
き」と話しながら、元気にもりもりと頬張っ
ていました。

重い杵を持ちあげ「ぺったんこー重い杵を持ちあげ「ぺったんこー」」

雌鹿子を取り合い競う雄鹿子（土橋（富栄）鹿子舞雌鹿子を取り合い競う雄鹿子（土橋（富栄）鹿子舞））

力の入った踊りを披露した鶉町町内会女性部のみなさ力の入った踊りを披露した鶉町町内会女性部のみなさんん

静寂の中で熱静寂の中で熱戦戦
第13回新春子どもカルタ大第13回新春子どもカルタ大会会

攻防を繰り広げる選手た攻防を繰り広げる選手たちち

　1月11日（日）、総合体育館で第13回新春子
どもカルタ大会が行われ、町内会や学校単位
の26チーム、91人の子どもたちが参加しまし
た。
　子どもたちは真剣に読み手の声に耳を傾
け、静まり返った会場で札を取り合い、熱戦
を繰り広げました。各部ごとの上位チームは
1月18日（日）に上ノ国体育館で行われた檜山
大会に出場しました。（町内大会及び檜山大
会の結果は11ページに記載しています）
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農
業
委
員
会
だ
よ

農
業
委
員
会
だ
よ
りり

農
地
の
賃
貸
料
に
つ
い
て

　

農
地
の
賃
貸
料
は
特
別
な
縛
り

は
な
く
、一
般
の
土
地
賃
貸
借
契

約
と
同
様
、貸
主
と
借
主
の
当
事

者
同
士
で
決
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
契
約
さ
れ
た
町

25

内
農
地
の
賃
貸
料（　

ａ
あ
た
り
）

10

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
今
後
契

約
す
る
際
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ

い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
者
年
金
は
農
家
の
皆
さ
ん

が
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
年
金
で
す
。

　

加
入
要
件
は

①　

歳
未
満

60
②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事
と

60

な
っ
て
い
て
、農
業
に
従
事
し
て

い
る
人
な
ら
幅
広
く
加
入
で
き
ま

す
。

　

保
険
料
は
月
額
2
0
，0
0
0

円
～
6
7
，0
0
0
円
の
間
で
選

択
で
き
、全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、要
件
を
満
た
せ
ば
保
険

料
助
成（
政
策
支
援
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
売
買
、貸
借
、相
続
な
ど
農
地
に
関

す
る
こ
と
、農
業
者
年
金
な
ど
に
関
す

る
こ
と
は
、農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談

下
さ
い（
緯
6
4
・
3
3
1
4
）。

畑田

10,000円28,000円
最高契約額（※）
（10aあたり）

3,700円6,000円
最低契約額（※）
（10aあたり）

6,200円17,500円
厚沢部町
平均契約額
（10aあたり）

※平均から一定の偏りがあるデータは除いています。

町内農地賃貸料（平成25年1月～12月実績）

69
　

道
道
乙
部
厚
沢
部
線
の
拡
幅
工

事
に
と
も
な
っ
て
、旧
公
民
館
跡

地
の
樹
木
の
伐
採
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
公
民
館
は
檜
山
農
事
試

作
場
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
、農
事

試
作
場
庁
舎
の
庭
木
な
ど
は
そ
の

ま
ま
公
民
館
の
庭
木
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。市
街
地
の
中
心

部
付
近
に
鬱
そ
う
と
し
た
森
の
よ

う
な
景
観
が
、か
つ
て
の
檜
山
農

事
試
作
場
の
面
影
を
残
し
て
い
ま

す
。 あ

っ
さ
ぶ
文
化
財
情

あ
っ
さ
ぶ
文
化
財
情
報報

檜
山
農
事
試
作
場
と
旧
厚
沢
部
公
民

檜
山
農
事
試
作
場
と
旧
厚
沢
部
公
民
館館

　

さ
て
、拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
、公

民
館
跡
の
塀
の
撤
去
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
塀
に
埋
め
込
ま
れ
て

い
た
「
厚
沢
部
公
民
館
」の
題
字
が

工
事
関
係
者
の
ご
厚
意
で
郷
土
資

料
館
へ
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

題
字
の
揮
毫
者
は
厚
沢
部
公
民

館
建
設
当
時
の
教
育
長
だ
っ
た
滝

田
忠
四
郎
さ
ん
だ
そ
う
で
す
（
新

町
在
住
石
川
三
郎
氏
の
ご
教
示
）
。

　

厚
沢
部
公
民
館
の
名
残
を
示
す

貴
重
な
資
料
と
し
て
収
蔵
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

工事が進む公民館跡地。大きな庭木は檜山農事試作場工事が進む公民館跡地。大きな庭木は檜山農事試作場時時
代からのものです。大正年間に檜山農事試作場4代目代からのものです。大正年間に檜山農事試作場4代目所所
長を務めた有賀文平が農事研究生に植えさせたもの長を務めた有賀文平が農事研究生に植えさせたものだだ
そうですそうです。。

題字の揮毫者滝田忠四郎（左）厚沢部公民館の題字（右）題字の揮毫者滝田忠四郎（左）厚沢部公民館の題字（右）。。

2222222222000000000011111111115555555555年年年年年年年年年年農農農農農農農農農農林林林林林林林林林林業業業業業業業業業業セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンササササササササササススススススススススをををををををををを実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま2015年農林業センサスを実施していますすすすすすすすすすす
　農林水産省では、平成27年2月1日現在で、「2015年農林業センサス」を実施しています。この

調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。

　調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願い

しています。

　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご協力を

お願いします。

Vol.
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道立江差病院からのお知らせ

午前　月～金曜日
午後　月・金曜日循 環 器 内 科

午前　月～金曜日
午後　火・水曜日（水曜日は25日のみ）消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　月～金曜日外 科

午前　月～金曜日（完全予約制）整 形 外 科

午前　月～金曜日小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日精 神 科

午前　月曜日～金曜日産 婦 人 科

午前　3～4日・12日・17～18日・25～26日
午後　25日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　5日・19日（2月のみ2回）
午後　4日・18日・25日眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

6日・20日神 経 内 科

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院へご確認の上、受診してください。

整形外来は完全予約制となっています。受診される人
は、予約が必要となりますので事前にご連絡ください。
【℡ 52‐0036 内線112　電話での予約は13時から】

午前・・・8時00分～11時30分（初診の人は、9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

※診療科によっては、曜日によって担当医が変わります
　ので、ご確認下さい。

外来診療体制2月の診療予定

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す
。　

　

前
納
制
度
を
利
用
し
、現
金
で

保
険
料
を
1
年
度
分
前
納
す
る
と

3
，
2
5
0
円
割
引
と
な
り
、6
ヵ

月
分
前
納
で
は
7
4
0
円
割
引
と

な
り
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
制
度

を
利
用
す
る
と
、2
年
度
分
前
納

で
1
4
，
8
0
0
円
、
1
年
度
分
前

納
で
3
，8
4
0
円
、6
ヵ
月
分
前

納
で
は
1
，0
4
0
円
割
引
と
な

り
、大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
引
落
方
法
は
、

①
2
年
度
分
の
前
納

（
4
月
～
翌
々
年
3
月
分
）

②
1
年
度
分
の
前
納

（
4
月
～
翌
年
3
月
分
）

③
6
ヵ
月
分
の
前
納

（
4
月
～
9
月
分
、

　
　
　
　
　
　

月
～
翌
年
3
月
）

10

④
毎
月（
早
割
）

※
納
付
期
限
よ
り
も
1
ヵ
月
早
く

口
座
振
替

⑤
毎
月（
割
引
な
し
）

の
5
種
類
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
人
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

平
成　

年
4
月
分
か
ら
の
口
座
振

27

替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
口
座
振

替
申
出
書
を
平
成　

年
2
月　

日

27

27

　

ま
で
に
年
金
事
務
所
等
に
提
出

（金）し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。平
成　
26

年
4
月
か
ら
は
、申
請
時
点
の
2

年
1
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
年
金
係

6
4
‐
3
3
1
3
ま
で
お
気
軽
に

ど
う
ぞ

ねんきん
　　講講座

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は

前
納
が

お
得

休 診 日診 療 日診療科

土曜日・日曜日
祝祭日

月曜日～金曜日
内 科

外 科

月・木～日曜日

祝祭日

10日(火)・11日（水）

3日（火）・4日（水）

17日（火）・18日（水）

24日（火）・25日（水）

（予約が必要です）

眼 科

国保病院　℡：64－3036

外来2月の診療予定

国保病院からのお知らせ

※眼科診療は事前に予約していない人も診療日当
日の予約に余裕があれば受診可能な場合があり
ますのでお問い合わせください。

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更す
る場合もあります。事前に病院にご確認くださ
い。

看護師通年募集
看護師を通年募集しておりますので気軽にご連
絡ください。

午前　  8時30分～11時30分
午後　  1時30分～3時

受付時間
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厚沢部町図書館は、本やＤＶＤ等の予約や

リクエストを受け付けております。

　貸出中の場合など、ぜひ図書館カウン

ターへお申し付けください。

図書館情図書館情報報

おすすめ図書

「１分のツボ押しで「老眼」は回復する！」

福辻　鋭記　著
内　容：街灯がやけにまぶしく感じる、朝や夕方

に新聞や本が読みづらい…当てはまる人は、老

眼の可能性があるかも。

ツボ押しは１回１分ほど。私達が本来持ってい

る自然治癒力を高め、あらゆる体の不調を取り

除く。

老眼を回復するだけでなく、体や脳の若返りに

も効果的！

「私、農家になりました。」

三好 かやの・斉藤 勝司・高倉 なを　著
内　容：最近、農業をはじめようとする非農家が

増えてきている。

でも、農業をはじめるには、土地の問題・栽培技

術の習得などハードルも高く難しい。

非農家から就農できて、その後も農業で暮らし

ていけるようになった人達、また、その事例を通

した就農の仕方をご紹介。

美
味
し
い
お
米
の

　
　

追
求
は
ど
こ
ま
で
も

活性活性化化
センタセンターー
だよだよりり

　

1
月　

日
、檜
山
農
業
改
良
普

15

及
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
米
の

新
品
種
の
食
味
試
験
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

北
海
道
の
お
米
に
は「
ゆ
め
ぴ

り
か
」、「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」、「
な
な

つ
ぼ
し
」等
、良
食
味
品
種
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
家
庭
で

食
べ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
、炊
き

た
て
の
お
い
し
さ
や
ね
ば
り
の
強

さ
が
特
に
優
れ
て
お
り
、お
米
そ

の
も
の
の
美
味
し
さ
が
強
み
で

す
。

　

一
方
で
近
年
、レ
ス
ト
ラ
ン
や

コ
ン
ビ
ニ
と
い
っ
た
外
食
・
中
食

の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、業
務
用
、加
工
用
の
品
種
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
と

し
た
食
感
や
、ね
ば
り
が
少
な
く

さ
ら
り
と
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、冷
め
た
時
（
お
に
ぎ
り
や
お
弁

当
）
や
味
付
け
し
た
時
（
ピ
ラ
フ
や

丼
も
の
）
、冷
凍
食
品
に
し
た
時
等

は
、こ
ち
ら
の
品
種
の
方
が
美
味

し
く
調
理
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
日
の
食
味
試
験

は
加
工
用
米
の
新
品
種
を
チ
ャ
ー

ハ
ン
に
し
て
食
べ
比
べ
ま
し
た
。

　

新
品
種
は
現
在
流
通
し
て
い
る

加
工
用
品
種
よ
り
も
ふ
っ
く
ら
と

し
た
食
感
で
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の

チ
ャ
ー
ハ
ン
よ
り
も
べ
た
つ
か

ず
、バ
ラ
ン
ス
が
良
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。今
は
ま
だ
試
験
段
階

で
す
が
、
数
年
後
に
は
広
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　

　

外
食
や
冷
凍
食

品
の
お
米
を
食
べ

る
機
会
は
多
い
で

す
が
、
自
分
で
炊
か

な
い
お
米
も
、気
づ

か
な
い
と
こ
ろ
で

美
味
し
い
品
種
へ

と
進
化
を
続
け
て

い
る
の
で
す
。

つ
ち
は
し
自
然
観
察
教
育

つ
ち
は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観
察
会

観
察
会
のの

お
知
ら

　

お
知
ら
せせ

●　

月
の
月
例
観
察
会
は
年
末
の

12
た
め
お
休
み
で
し
た
。

●
北
海
道
の
広
葉
樹
は
、冬
場
に

葉
を
落
と
す
落
葉
広
葉
樹
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。冬
の
森
林
散
策
で
は
、

落
葉
広
葉
樹
が
葉
を
落
と
し
た
痕

で
あ
る「
葉
痕
」
を
観
察
す
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
写
真
は
オ

ニ
グ
ル
ミ
の
葉
痕
で
す
。Ｔ
字
型

の
輪
郭
に
、水
や
養
分
を
通
す
維

管
束
の
痕
が
目
や
鼻
に
見
え
、な

ん
と
な
く
今
年
の
干
支
の「
未
（
ひ

つ
じ
）
」の
顔
の
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
葉
の
落
ち
た
樹
木
も
、

よ
く
観
察
す
れ
ば
面
白
い
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！ちょっと眠たそうなちょっと眠たそうな、、

ひつじの顔に見えてひつじの顔に見えてきき
ませんか…ませんか…？？

●
次
回
の
観
察
会
の
予
定

2
月　

日「
自
分
だ
け
の
お
は
し

22

を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」

●
お
問
い
合
わ
せ

厚
沢
部
町
教
育
委
員
会

（
担
当
・
石
井
）

℡
（
0
1
3
9
）‐
6
4
‐
3
3
1
8

3品種を食べ比3品種を食べ比べべ
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江
差
町
文
化
会
館

2
月
5
日　
（木）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
～
1
時　

分
30

○
一
般
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時　

分
～
2
時　

分

45

45

○
初
回
運
転
者
講
習

　

午
後
3
時
～
4
時

2
月　

日　
17

（火）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
～
1
時　

分
30

○
違
反
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時　

分
～
3
時　

分

45

45

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月　

日　
24

（火）

○
優
良
運
転
者
講
習

　

午
後
1
時
～
1
時　

分
30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行行22
 
＆＆

事事

おお

知知
らら
せせ

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

　

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健

行
政
室
で
は
、専
門
の
医
師
や
保

健
師
を
相
談
員
と
し
て
次
の
と
お

り
精
神
保
健
相
談
を
開
催
し
ま

す
。相
談
料
は
無
料
で
す
。相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
予
約

（
2
月　

日
正
午
ま
で
）が
必
要
で

12

す
。保
健
師
等
に
よ
る
面
接
、あ
る

い
は
電
話
に
よ
る
相
談
は
随
時
応

じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

2
月　

日　
17

（火）

　
　
　
　

午
後
3
時
～

◆
場
所　

檜
山
振
興
局
保
健
環
境

　
　
　
　

部
保
健
行
政
室（
江
差

　
　
　
　

保
健
所
）相
談
室

◆
お
問
い
合
わ
せ

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行

政
室（
江
差
保
健
所
）

℡
5
2
‐
1
0
5
3
ま
で

2
月
実
施
事
業

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　

2
月
4
日　

・　

日　

（水）

18

（水）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

12

◆
受
講
料　

2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

　
　

各
実
施
日
前
の
前
日
ま
で

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習

◆
日
程　

2
月　

日　

～　

日　

17

（火）

20

（金）

　
　
　
　

2
日
間

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

20

30

◆
受
講
料　
　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月
9
日　

ま
で

（月）

○Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

初
心
者
講
習

◆
日
程　

2
月　

日　

～　

日　

24

（火）

27

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

20

30

◆
受
講
料　
　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月　

日　

ま
で

16

（月）

○Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

初
心
者
講
習

◆
日
程　

3
月
3
日　

～
6
日　

（火）

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

20

30

◆
受
講
料　
　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

2
月　

日　

ま
で

23

（月）

申
込
み
は
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
ま
で　

5
2
・
0
1
6
0

TEL

2
月
7
日
は「
北
方
領
土
の

日
」

　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
始

ま
っ
て
か
ら　

年
以
上
を
経
過
し

60

た
現
在
な
お
、領
土
返
還
へ
の
具
体

的
な
道
筋
は
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
で
は
、毎
年
1
月　

日
か

21

ら
2
月　

日
ま
で
を「
北
方
領
土
の

20

日
特
別
啓
発
期
間
」と
し
て
、北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、重
点
的
に
返
還
要
求
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

町
で
は
返
還
要
求
運
動
と
し
て
、

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
観
光
物
産
館
内

に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
2
月　

日　
20

（金）

ま
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
領
土（
国
後
島
、択
捉
島
、色
丹

島
、歯
舞
群
島
）の
早
期
返
還
を
国

民
の
総
意
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

スポーツ少年団結果

第　

回
道
南
農
業
新
技
術
発

17
表
会

　

道
南
農
業
試
験
場
な
ど
が
開
発

し
た
最
新
の
農
業
技
術
等
を
、い

ち
早
く
皆
様
に
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
日
時　

2
月　

日
（
木
）　

27

　

時
～　

時
（
受
付　

時　

分
～
）

13

16

12

30

◆
場
所　

厚
沢
部
町
町
民
交
流
セ

ン
タ
ー
あ
ゆ
み（
厚
沢
部
町
新
町
1

8
1
番
地
6
）　

6
7
‐
2
3
1
0

TEL

◆
内
容　

・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
効
率
的
防

除
技
術　

・
大
豆
紫
斑
病
の
防
除
技
術　

・
8
～
9
月
ど
り
む
け
ね
ぎ
の
品

種
紹
介　

・
平
成　

年
度
に
発
生
し
た
注
意

26

す
べ
き
病
害
虫

・
地
域
の
取
組
事
例
な
ど

◆
参
加
料　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

地
方
独
立
行
政
法
人　

北
海
道
立

総
合
研
究
機
構
農
業
研
究
本
部
道

南
農
業
試
験
場（　

0
1
3
8
‐
7

TEL

7
‐
8
1
1
6
）

【柔道】
○第37回厚沢部町スポーツ少年団柔道大会
平成27年1月10日（土）　厚沢部町総合体育館柔道場
◆小学校2年生の部　
　優勝・石井透子
◆小学校4年生の部　
　優勝・石井遼平  
　準優勝・陶山凌寛 3位・沢野陽
◆小学校6年生の部　
　優勝・斉藤拓巳

※受付時間 9：00～17：00
※変更になる場合がありますのでご確認願います。

2222222222月月月月月月月月月月2月ののののののののののの休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当休日当番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医
電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院1日（日）

52-1366勤医協江差診療所8日（日）

52-1181半澤医院11日（水）

52-0036道立江差病院15日（日）

62-2331乙部町国保病院22日（日）
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戸 籍 の 窓
樺
善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
―
社
会
福
祉
協
議
会
へ

御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

新
町
・
米
谷
美
保
子
さ
ん
か
ら

5
0
，0
0
0
円

●
―
当
路
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ

当
路
・
相
良
一
之
さ
ん
か
ら
炊

炊
飯
器
2
台7

3
，0
0
0
円
相
当

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

東
京
都
台
東
区

湯
浅
友
里
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
   　

5
，0
0
0
円

厚沢部町ふるさとづくり寄附状況

4件今月の寄附件数

25,000円今月の寄附金額

31件
平成26年度
寄附件数累計

2,430,000円
平成26年度
寄付金額累計

（平成27年1月16日現在）

1月15日届け出分まで

館　町　岩山　甚吉さん 86歳　12/16

本　町　鈴木　恒夫さん 93歳　12/14

本　町　鈴木　はるさん 92歳　12/14

本　町　澤田　鉄也さん 50歳　12/21

滝　野　小栗　勝弘さん 72歳　12/24

当　路　伊藤　秀雄さん 88歳　12/26

新　町　米谷　常藏さん 78歳　12/28

富　栄　前田マツヱさん 86歳　12/29

赤沼町　伊藤　敏雄さん 86歳　12/31

南館町　村田　シズさん 88歳　1/6

おくやみもうしあげます

おたんじょうおめでとう

鶉　町　八重樫　 環 　 奈 ちゃん  12/3
かん な

　　　（聡さん・明美さんの子）

当　路　齊　藤　 亜 　 弥 ちゃん  12/26
あ み

　　　（利弥さん・征子さんの子）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（±0）2,4731,2931,1801,171下地区

（＋2）749380369341鶉地区

（−5）1,028533495488館地区

（−3）4,2502,2062,0442,000全　町

平成26年12月31日現在

南部桧山衛生処理組合からのお知らせ　
　2月28日（土）は機械点検整備のため、施設へのごみの搬入はできません。
　ゴミ収集カレンダーもご確認ください。
南部桧山衛生処理組合（緯53・6301）

{　　佐　藤　亮　樹さん　赤沼町　　笠　原　彩　乃さん　赤沼町

いつまでもおしあわせに

第13回厚沢部町新春子どもカルタ大会《成績一覧表》

日　時：平成27年1月18日（日）

第36回檜山子連子どもカルタ大会結果（入賞チームのみ掲載）
場　所：上ノ国体育館

選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

太田玲緒奈佐藤　美優米谷　望厚沢部町JrA
（厚小）4

《ジュニアの部》　

選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

丸山　有馬十河ひより福田　浩史福田　亜美福田　浩美厚沢部町A
（厚中）3

《中学生の部》　

《中学生の部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

福田　浩美木村　里音木村　太杉山　蓮由利　朋也緑町Ａ
（厚中）

1

丸山　有馬十河ひより福田　亜美スリーモード
（厚中）2

笹木　涼羽安田萌々花森　美月小西　冴弥チームムダオ
ラ（厚中）3

北嶋　泰成三崎凌太郎高橋　万裕近藤　翼キャプテン翼
（厚中）4

《小学生の部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手選　　手チーム名順位

川口　美海丹保　潤板坂　奏ＭＪＫ
（鶉小）1

由利　虎也津野太郎宇米谷　彩食パン
（厚小）

2

渋田　磨瑚斉藤　瀬那斉藤　瑠依西山　桃矢Ｊｕｓｔｉｃｅ
（美和小）3

須藤　実穂久保田怜茄三崎　聖真
からし入りショー
トケーキ（厚小）4

《ジュニアの部》　
選　　手選　　手選　　手選　　手リーダーチーム名順位

佐藤　美優佐々木涼音太田玲緒奈米谷　望進め！ＭＳＮＲ
（厚小）

1

松尾　柚那木村進之助木村健之助
スーパー赤沼
チーム（厚小）2

三上　結音八重樫　陽丹保　涼太八重樫大翔チーム鶉
（鶉小）3

佐藤　優吾小菅　陽太津野　桃子グリーン三兄
弟（厚小）4

※中学生は、2月22日に定山渓で行われる第18回北海道子どもカルタ大会に
　出場。



　1月5日（月）、平成27年厚沢部町成人式が町民交流センターで行

われ、スーツや鮮やかな振袖に身を包んだ新成人33人（対象者は

47人）が出席しました。

　主催者の遠藤教育委員長や渋田町長、鈴木議長からお祝いの

言葉が贈られると、新成人を代表して早瀬孝紀さん（館町）と齋

藤裕奈さん（赤沼町）が「厚沢部町出身者として誇りと自信を持

ち、ふるさと厚沢部町を語れる社会人になる」と、誓いの言葉を

述べました。

　会場には、わが子の晴れ姿を一目見ようと駆け付けた父母ら

も多く、成長した子どもの姿に目を細めていました。

　式の後には、今金町の元プロスノーボーダーでオーガニック

に取り組む曽我井 陽  充 さんによる記念講演が行われ、「一度は農
はる みつ

業が嫌で今金を離れたが、スノーボードやDJで各地を訪れて自

然や音楽に触れ合い、自然の素晴らしさに気付いた。これがオー

ガニックに取り組むきっかけとなった」などと自らの体験談を

例に自然の素晴らしさを訴えました。その後、デジタルカメラと

フォトフレームのセットが当たる抽選会が行われ、見事当選し

た高田昌昇さんと石澤理奈さんは、「いい思い出をたくさんつく

りたい」と笑顔を見せていました。

成人の誓いを述べる早瀬さん（右）と齋藤さん（左成人の誓いを述べる早瀬さん（右）と齋藤さん（左））

平成27年厚沢部町成人式

厚沢部町出身を誇って大人の仲間入り

祝杯の様祝杯の様子子

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

ダーツの行方を見守る新成ダーツの行方を見守る新成人人

お茶を飲む姿が微笑ましお茶を飲む姿が微笑ましいい
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